
磐田に残る
　明治の記憶
今年は、明治元年（1868 年）から起算して満 150 年。
明治以降、日本はさまざまな分野で近代化への取り組みを進め、
近代国家としての礎を築きました。
この近代化の波は、やがて私たちの住む地域にもやってきます。
このシリーズでは、明治期の磐田市の様子をご紹介します。
シリーズ第 2回目は、天竜川の「橋」と「掛塚灯台」、福田の「織物」です。

明治 150 年②シリーズ

磐
田
市
と
浜
松
市
の
間
を
流
れ
る
天
竜

川
は
、
た
び
た
び
洪
水
を
繰
り
返
し
、

古
く
か
ら
「
暴
れ
天
竜
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
江
戸
時
代
ま
で
天
竜
川
に
は
橋

が
な
く
、
天
竜
川
を
渡
る
に
は
渡
船
が
使

わ
れ
て
い
ま
し
た
。
市
内
に
は
、
池
田
や

掛
塚
な
ど
に
渡
船
場
が
あ
り
、
当
時
の
人
々

は
船
を
使
っ
て
川
を
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
7
年
（
1
8
7
4
年
）
に
な
る
と
、

現
在
の
天
竜
川
橋
付
近
に
初
め
て
の
橋
が

架
け
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
橋
は
木
製
で
、

相
次
ぐ
水
害
で
の
修
繕
が
必
要
で
あ
っ
た

た
め
、
維
持
費
と
し
て
通
行
料
を
徴
収
し

て
い
ま
し
た
。
明
治
15
年
（
1
8
8
2
年
）

「暴れ天竜」を越える

渡船から橋へ

▲◀明治中頃の天竜橋（現在の天竜川橋付
近）［写真①（徳川慶喜撮影）］と現在の天
竜川橋［写真②］

に
は
、
池
田
地
区
に
も
木
製
の
橋
が
架
け

ら
れ
昭
和
初
期
ま
で
利
用
さ
れ
た
ほ
か
、

明
治
39
年
（
1
9
0
6
年
）
に
は
、
や
は

り
木
製
で
掛
塚
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
の
天
竜
川
橋
が
完
成
し
た
の
は
、

昭
和
8
年
（
１
9
3
3
年
）、
掛
塚
橋
が
完

成
し
た
の
は
昭
和
30
年
（
１
9
5
5
年
）

の
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
木
製
の
橋
が
利

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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燃
や
す
と
い
っ
た
簡
易
的
な
も
の
で
し
た
。

　

明
治
30
年
（
1
8
9
7
年
）
に
は
明
治

政
府
に
よ
り
、
上
半
分
が
鉄
製
、
下
半
分

が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
水
面
か
ら
の
高
さ

が
17
㍍
の
灯
台
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
掛
塚
灯
台
は
平
成
14
年

（
2
0
0
2
年
）
ま
で
1
世
紀
余
り
活
躍
し
、

平
成
14
年
に
現
在
の
場
所
に
移
設
さ
れ
ま

し
た
。

掛
塚
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
、
天
竜
川
河
口
付
近
に
掛
塚

港み
な
とが

あ
り
、
木
材
や
米
な
ど
を
大
阪
や
江

戸
へ
運
ぶ
た
め
の
船
が
行
き
交
っ
て
い
ま

し
た
。
遠
州
灘
沖
は
、
天
竜
川
が
た
び
た

び
引
き
起
こ
す
洪
水
に
よ
っ
て
大
量
の
土

砂
が
押
し
出
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
で
き

た
浅
瀬
に
多
く
の
船
が
乗
り
上
げ
遭
難
す

る
難
所
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

明
治
13
年
（
1
8
8
0
年
）、
当
時
駒

場
村
に
住
ん
で
い
た
旧
幕
臣
の
荒
井
信し
ん

敬け
い

が
、
私
財
を
投
じ
て
建
設
し
た
灯
台
が
「
掛

塚
灯
台
」
の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
灯
台
は
、

高
さ
7
㍍
の
木
製
の
櫓
や
ぐ
ら
に
種た

ね

油あ
ぶ
らを
入
れ
て

福
田
地
区
で
盛
ん
な
織
物
業
は
、
江
戸

時
代
後
期
に
始
ま
り
ま
し
た
。
明

治
2
年
（
1
8
6
9
年
）
頃
に
5
戸
ほ

ど
で
あ
っ
た
織
物
業
者
は
、
明
治
14
年

（
1
8
8
1
年
）
頃
に
は
42
戸
に
ま
で
増
え

ま
し
た
。
当
初
は
足
袋
底
な
ど
を
中
心
に

織
っ
て
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
新
し
い
布

を
織
る
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
、
明
治
29
年

（
1
8
9
6
年
）
頃
か
ら
コ
ー
デ
ュ
ロ
イ
の

製
造
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
、
下
駄
の

鼻
緒
の
材
料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
コ
ー

デ
ュ
ロ
イ
は
、
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
頼
っ

て
い
ま
し
た
が
福
田
地
区
の
人
々
に
よ
り

国
産
化
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
43
年
（
1
9
1
0
年
）
頃
に
な
る

と
別べ
っ

珍ち
ん

の
製
造
が
始
ま
り
、
大
正
か
ら
昭

和
に
か
け
て
、
福
田
地
区
は
別
珍
・
コ
ー

デ
ュ
ロ
イ
の
全
国
有
数
の
産
地
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
で
は
数
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

三
角
屋
根
（「
ノ
コ
ギ
リ
屋
根
」
と
も
い
わ

れ
る
）
の
工こ
う

場ば

は
、
地
域
を
代
表
す
る
風

景
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海の安全を守り続ける

掛塚灯台

国内随一の生産地に

別珍・コーデュロイ

▲▶明治 30 年の掛塚灯台落成式の様子
（中央付近に木造の旧灯台が見える）［写
真①］と現在の掛塚灯台［写真②］

▲◀特徴的な三角屋根の工場（昭和
30 年代）［写真①］と現在の織物の様
子［写真②］

①

②

シ
リ
ー
ズ　

明
治
１
５
０
年
②　

磐
田
に
残
る
明
治
の
記
憶

（
参
考
：
い
わ
た
文
化
財
だ
よ
り
）
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